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スペインに於ける日本語教育
乾 英 一
1986年度在外研究 員 として久 し振 りに スペ イ ンに長期滞在 したが,か つ
て留学 していた頃(1974-78年)に比べ,駐 在 員事務所や支店 を もつ 日本
の企業 の数 は驚 くほ ど増 え,更 に,昨 今の スペ イソ ・ブームとや らのせい
だろ5か,観 光 客は言 うに及ばず,留 学生の数 も随分増えた ことが感 じら
れた。特に,1986年1月のスペ イ ソのEC加 盟 前 後 には,ス ベイ ンに進
出 した 日本企業 の数は飛躍的に増加 し,そ の結果,現 在ではマ ドリー ドと
バルセ ・ナに,駐 在 員たち の子弟教育 の為,日 本人学校が開設 され るに到
ってい る。首都 マ ドリー ドは ともか く,何 故バルセ ロナに 日本人学校が,
と思われ るか もしれ ないが,実 は,こ のバル セ ・ナを中心 とす るカタルー
昌 ヤ地方は,北 のバス ク地方 と並 んで,ス ベイ ンでは最 も早 くか ら工業化
が進んだ所 で,そ の経済 力は,今 や,他 の地方を圧倒 していると言 って も
過 言ではない。正確 な数字はない のだが,一 説 に拠 る と,日 本企業 の約80
%が このカ タルーニ ャ地方 に集 中 している とい う。現在のスペ イ ンの政 治
形態は議会君主制であるが,地 方 自治制が取 り入れ られ てお り,EC加 盟
を 目前に した1985年には,中 央政 府首 相 フ∫ リベ ・ゴンサ レスが来 日した
だけでな く,カ タル ー昌ヤとバス グの 自治政府 も財界人を中心 とす る大代
表 団を 日本 に派遣 してきた。特 に,カ タルー ニャか らは,地 方 自治政 府首
班 ジ ョル デ ィ・プジ ョール 自らが来 日してい る。いずれ も,狙 いは 日本の
企業進出,資 本投下,技 術提携 な どにあ った こ とは 改めて言 うまで もな
いo
こうして 日本 の企業の進 出が 目立 って くれば,当 然 の ことと して,日 本
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に対するイメージや関心も変化してくる。それが具体的にどういうことな
のかは,あ まり確かな形ではわからなかったのだ1が,こんなことがあっ
た。マ ドリー ドに古 くから顔馴染みの書店がある。ここは英語とフランス
語のセクションがあって,留学生を中心として外国人の数もかな り多いo
店内にはニヵ所掲示板があ り,・様 々なはり紙がしてある。r英語教えます」
とか 「7ランス語家庭教師求む」・といった類が殆どだが,そ の中にr日本
語の教師求む」 とい うのが幾つかあった。よく考えてみれぽ,別 に不思議
がるようなことではないのだが,これを見つけたときには 「あれ」 と一瞬
戸惑いに似たものを覚えると伺時に,r随分変わった1なあ」 という感概を
もった。十年前には,私 には想鍛できなかったことだからであう。出発前
に・語研 日本語科の同僚から,ついでのときにスペイ・ンに於ける日本語教
育の実情を調べてきて欲しいと頼まれてはいたのだがゼここに到って俄に
興味が湧いてきた。そこで,日本大使館の柴田文化担当書記官に会って大
体のと こるを聞かせて貰い・次いで,各機関で担当者全員に面会 し話を聞
いた。以下はその報告である。
1.・日本語教 育史
マ ドリー ドの国立語学学校 日本語科 がかつて発 行 していたr東 雲」 とい
う小冊子が ある。現在 日本語科の科長を勤め るラ'ミ・目・目プラナス氏の御厚
意 で,1卯9年か ら1981年までの3冊 を入手す ることが できた6.プラナス馬
に拠 ると,こ の3冊 しか発行 されなか ったそ うで ある力二,・そ の第1冊 目に
あた る1979年号に,rス ペイ ソに 於 け る 日本 語 教 育Laense負anza・del
japon6sen'Espa飴」 とい う短い一文がある。著 者名 はない。時期 的にみ
て,目近藤仁之氏 か熊本洋氏 の手に なるものではないか と思 う目が』.全く推 測
の域 を出ない。 それ は ともか目ぐと して,ま ず これ に従 って,ス ペイ ンに於
け'る日本語教育史を追 ってみ る ことにする。
スペ インに於ける本格的な 日本語教育は,1970年頃にマ ドリー ドのホテ・
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ル学 校(EscuelaSupe■ordeHosteleria)で近藤仁之 氏が半 年間の 日本
語 マー スを担当 したのが始 ま りのようであ る。受講 者は約20名。翌1971年
に,マ ドリr・ド・ア ウ トノマ大 学の 「アジア ・ア フ リカ研究所 」で,日 本
語 を開講。担 当者 は近藤 仁之氏 とラ ミ・ 。プラナス氏。翌1972年か らは近
藤氏が中心 とな り,・同年 の受講者数 も39名に達 したが,様 々な理由か ら,・
この 「アジア ・アフ リカ研究所」での 日本語教育は長続 き しなか った とい
う.。同 じく1971年には,パ ルセ ロナの国立語学学校 で 日本語 科が新設 され
た。担 当者は松浦惇一 氏。一方,・マ ドリー ドの国立 語学学校 では,1975年
の2月 か ら5月 にかけ て試験的に 日本語を開講 した ところ,当 初の30～35
名 とい う予測を裏切 って受講希望者が殺到 し,登 録受け付けを早 々と締め
切 るほ どで・ これが引 き金 とな って,同 年秋 に正式開講 されるに到 うた。
試験的講座の担当者は近藤仁之氏 とラ ミ・ ・プラナス氏で あったが,正 式
開講 とな って,新 たに熊本洋氏が派遣 されス タッ7に 加わ づた。松浦惇一
氏に拠れば,バ ルセ ロナ校 の日本語科 の開設は言わば 自然発生 的だが,マ
ドリー ド校の場合には,日 本大使館の意向 と後押 しがあ った とい う。
「東雲」1980年号には,熊 本氏が1975年か ら1980年までの学生数の推移
を表に して発表 してい る。貴重 なデー タで あるので,こ こに転載 してお く
〔表一1〕。 尚,()内 の数字は男子学生を示す6ま た,松 浦氏にはバル
セ ・ナ の国立語学学校 日本語科 の実情 をまと融た.r覚書Memoria(1983
年)」があるが,こ こに1971年の 開設 から1983年までの学生数が載 ってい
るので,こ れ も転載 して お く 〔表一2〕。 尚,alum血oso且cialesとalum・
noslibresとあるが,こ れは国立語学学校 の制 度で,面cialesは授業に
出席す る権利が あるがJibfesは出席 で きな い。 試験を受け る葦けであ
る。国立語学学校は職業専 門教育 の中に位置付け られてお り・卒業証書に.
相 当す る 「技能証明書CertmcadodeAptitud」を取得す るこ とは 決 し
て易 しくな く,そ れだけに,社 会的評価 も高い。そ こで,仕 事な どの都合
か ら授業 に出席 でぎない人や,ま た,す でにその語に通 じてい て.r技能証
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明書」 の取得 だけを 目的 とする人 などは,1ibresとして登録す ることに な
る。 また,同 一言語の同一学年を二度落第す ると翌年度 か らは1ibresと
して しか登録 できない とい う規約があ ることを付け加えてお く。
以上 が,ス ペ インに於 ける 日本語教育史であ る。次に,各 機 関毎 にそ の
実情につ いて執告 したい。
2.・マ ドリー ド。アウ トノマ大学(UniversidadAut6nomadeMadrid)
現在 スベ イ ンの大学(国 ・公立29校,私 立4校,計33校)の 中で目本 語
を開講 してい るのは,こ のマ リリー ド・ア ウ トノマ大学だけである。大学
の開校 は1971年。同時にrア ジア 。ア フ リカ研 究 所InstitutodeEstu・
diosOrientalesyAfricano司も設立 され て い る。一般に スペ イγの大
学 では,ど の学部で も外 国語 を要求 しているわけではな く,必 修 の場合 で
も第一外 国語 だけのところが多い。外国語教育は,義 務教育課程(E.G.B、
前期5年,後 期3年)の 後期 に導入 され,高 等学 校(B.U.P.),及ぴ,大
学 入学 予備課程(C・0,U・)でも続け られ る。入学試験に も外国語 がある。
現在,そ のほ とん どは英語 であるが,十 年前 には,ま だ フランス語 のほ う
が多か った よ うに記憶 してい る。現在,こ の 「アジア ・アフ リカ研究所」.
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には,ロ シア語 ・ペル シ ャ語 ・ポーラ ンド語 。中国語 ・日本語r・目ブル ガ リ
ア語 ・フィンラ ン ド語 。トル コ語 ・古ス ラヴ語g計9言 語が設置 され,目11
名 の教 員がい るが,い ずれ も専任ではない。ち ょ・うど,早 稲 田大学 に於 け
る語研のように,学 生牟ちは聴講料奪払わな、くてはならないが,年額約1
万6千 円。 また,こ こでの単位 は,文 学部でほ第二外国語 として認め られ
るが・他の学部 では卒業に必要 な単倖 として嫉謡め られ ない。前述 の よう
に,珀71年 の大学創立以来,し ば らく'の間,・このrア ジア ・ア7リ カ研究
所」で 日本語の授業が行わ れていたりだが,途 中で中断 の うぎ目にあ った
よ うで,現 在の講座は,実 は,1985年に始 まったばか りである。 日本大使
館 の柴 田文化担当書記 官の話 では,口 木 サイ ドとしては,こ こを,ゆ くゆ
くは スペイ 判 こ於け る日本研究 の中心1こしたい とy、う考えがある よう.で,
国際交流基金か ら日本人講 駈が振避 され τい る。.目
1)学 生数 ・クラス編 成:ア ウ トノマ大学の学 生⑱ 名,及 研,.特殊聴
講 些1名 の計19名。昨年度は1ク ラスのみ。
2)期 間 二1回1時 間,週4日 で3年 問。いず れは1回 を1時 間半 に,
そ して,3年 間を5年 間に したい とのこと。
3ン目レベル ・目標設定:1年 次では,平 仮名 ・片仮名,及 び,教 育漢
字 の うち小学校1年 生用の76字を導入。語 い数 は500語を 目指 し
目ているそ うだが,日 本人講師の話だ と,100語もはい ってい るか
ど うか とい うのが実情 らしい。文法 的には,命 令 ・禁止の表現や
目r～のに」「～か ら」 とい った従属文あた り.まで。2年 次では,.
教 育漢字 のうち小学校2年 生用の145字と3年 生用の ものを一部
分。 また,語 いは1500語が目標。3年 次 では,教 育漢字 の残 り全
てを与 え,.語いは3000語が 目標。
4)教 授法.:基本的 には,会 話文か ら入 り,文 法等 の説明の後,会 話
」.式の実践練 習をす る。 また,1・2年 次 で基礎文法を終え,3年
次 では講読 と1乍文を 中心 とす る。
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5)教 材=RamiroPlanas!Jua亘AntonioRuescas著rJapon6s
Hablado」Omnivox社これは,ロ ーマ字表記 である ことが利
点だが,カ セ ッ トもな ぐ,ま 奉,例 文に人工的で不 自然な感 じの
ものがかな りあるよ うだ。使用語 いは約1万1千 語 。1986年度か
らは,日 本スペ イ ン協会編rた の しい 日本語」を使用す る予定 と
の こと。また,・国際交流基 金のr日 本語初歩」を使いたいのだけ
れ どローマ字表記 でないため,こ れを 日 ・西2力 国語版にする作
業を進め てい るとのことだ った。
6).教員=ユ 三ルナ シ ド〔.ワド..リ.ゲi・空』塾.チ.干.ノヒ.ビ(Femandq
RodrfguezIzquierdo)49歳。 セ ビー リャ大学卒。文学博士。専
・門は俳句を中心に 日本文学 の研究 と翻訳 に従事。最近では,井 原
西 鶴 の 「好色一代 男」 の翻訳 が あ る。 かつて・3年 間 日木に留
学。現在,rア ジア ・アフ リカ研 究所」 の所長 も兼務 している。
林 はる芽32歳 。束京大学卒。学習院大学大 学院修士課程(中
退)。 日本語 教育学会 ・国際交流基金研修課程 ・早稲 田大 学 語 学
教育研究所 日本語教育公開講座等 を受講σ海外での 日本語教 育経
験 は中国 で2年 間。
7)受 講理由=ほ とん どは 日本企業へ の就 職を考 えて とい うもの。他
には,恋 人が 日本人だか らξか,か つ て 日本で生活 した ことがあ
る,ま たは,観 光で行 づた ことがある等。
8)問 題点:開 設 して間 もないため,様 々な問題を抱 えているが,例
えば,目まず,教 材や参考書 などの不足が あげ られる6ま た,実 は,
ここにはLLの 施設 さえない。VTRの 機材を申講 した ところ,
テ ープ もない のに買 って も意味 がない と,あ っさ り大 学本部 で却
下 されて しまった とい う。現在は,目大阪万博基金 とい う団体が半
額 を援助 して くれ るそ うで,残 りの半額 を出 して くれ る よう,大学
当局に申請中 との ごとであ づた。 また,前 述の よ うに,目日本側に
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は ここを将来,日 本文化研究 セ ンターに しよ うとい う考 えがあ り,
スペ イ ン側 も ロ ドリゲス ・イスキエル ド氏を教授(catedratico)
と して認め る意向を示 したそ うだ が,そ の正式 の任命 が未 だに政
府公報(Bolet至nO丘cialdelEstado)に発裏 されず,宙 に浮 い
たままに なってい る。教育の実際面では,ZA行 の発音がSA行
になって しま うことや,「ん」 が うま くいかない とい った 話 を聞
いた。
3.国 立語学学校 マ ドリー ド校(EscuelaOficia1(1eIdiomasdeMad・
rid)
国立語学学校 は,前 述の ように,職 業専門教育のなかに位置付け られ て
お り,1985年度には全国に14校があった が,1986年度には新 たに10校を認
可す る予定にな っていた。 また,現 在15ある地方 自治政府の うちガ リシア
・パ スク 。バ レンシア ・カタル ーニャ ・ア ンダル シアの5つ は,自 らの管
轄下に,公 立の語 学学 校を擁 している。 また,ス ペイ ンのEC加 盟 に伴 い,
例 えば このマ ドサー ド校では,そ れ まで設置され てい なか ったデ ンマー ク
語 ・現代 ギ リシャ語 ・オ ラ ンダ語 が開講 され,更 に,地 方 自治制の施 行に
伴 い,カ タル ーニ ャ語 ・パス ク語 ・ガ リシア語 も開講 されたoち なみに,
現在設置 されてい るものは,ド イツ語 ・ア ラピア語 ・中国語 ・デ ンマー ク
語 ・フ ランス語 。ギ リシャ語 ・英語 ・イタ リア語 ・日本語 ・オ ラγダ語 ・
ポル トガル語 ・ルーマ昌ア語 ・ロシア語 ・カタルーニ ャ語 。バス ク語 ・ガ
リシ ア語 ・それ に外 国人対象 のスペイ ン語の計17言語 である。
日本語は,前 述の よ うに1975年に開設。当初は3人(ス ペイ ン人1名,
日本人2名)の ス タ ッフがいたが,現 在は2名 であ る。
1)目学生数・巳ク ラ ス 編 成;1年 次 ・3ク ラス/97人(う ち1ibres4
人)2年 次 ・1ク ラス/19人(う ち1ibres2人)3年 次 ・
1ク ラス/18人(う ちlibre目1人〉4年 次 ・1ク ラス/6人
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5年次 ・1ク ラス/7人 計7ク ラス/147人
2)期 間=1コ ース10ヵ月。1日1時 間,週5目(月 曜 日～金曜 日)
正式には1～4年 まで で あ る が,「技 能証 明書Cert慣cadode
Aptitud」の取縛 が難 しいため・そ の準備のため に特別な コース
があ り,そ れを5年 とか特別4年 とか呼んでいる。 これは,本 来
のものではな く,非 公式 であるが,ス ペ イ.ソ語に限 らず,ま た,
このマ ドリー ド校だけのことで はない。
3)レ ペル ・目標 設定:1・2年 次(プ ラナス氏担 当ンでは,日 本語
の一般的概念を捕 らえさせ ることを 目的 と し,3～5年 次(近 藤
氏担 当)で は,音 読一矯正一 翻訳(文 法的把握 の微底,例 えば,
主語 の取 り違 え等)を 主体 とす る。1年 次は,.・一マ字表記で約
3ヵ 月を過 ぎた頃に片仮名目・平 仮名 を導入。漢字 は約100字を導
入す るが,学 習は強要 しない。 文法的には,「Japon6sHablado」
の1～23課。語 いはそ の13課までの約800語を要求。2年 次では,
漢字約250字。文法的には,rねpon6sHab1茸do」の24課～44課。
語いはその22課までの1500～1800語。3～5年 次 では,漢 字 は学
生の 自習にまかせ,ま た,語 い は1～2年 次 のものの徹底を図 る。
4)教 授法:上 記 の 目標設定か らも推測 で ぎるように,プ ラナス氏 と
近藤氏の間の連携 が うま くい ってい ない よ うで,感 情的な対立す
ら窺われた。 プ ラナス氏は,1～2年 次 では会話主体 の教え方 を
してい る.と言われ るが,近 藤氏 に拠 れば,こ れ も文法主体で しか
ない とい うことになる。 また,漢 字 を例に とれぽ,プ ラナス氏は
3㌻5年 次で もそれぞれ約250字を導入 し,教 育漢字を全て終え
たい としているが,こ れ も,学 習計画上 の希望的示唆 に止 まって
い る。・
5)教 材=1～2年 次RamibPlanas/JuanAntonioRuescas著
Japbn6sHablado」OmnivQx社ら また,1年 次 ではr日 本語初
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歩」,2年 次ではr日 本語読本1(19課 まで)」を併用。'3～5年
次では,筑 波大/大 阪外語大/国 際交流基金 な どのものを併用。
6)教 員3ラ ミ・ ・プラナス(RamiloPlanas)54歳。上智大学神学
部卒。近藤 仁之目55歳。早稲 田大学第一 商学 部卒。 同大学院経済
学専攻 修士 ・博士課程。経済学博士(マ ドリー ドbア ウ トノマ大
学〉。両氏 とも,日 本語教員資格はないが,国 立語学学校 の教 員
になるには独 自に試験が あ り,勿 論,両 氏 ともその試験をメス し
てお られ る。
7)学 生 ・学習 目的 二社会人 と大学生が半 々。年 齢は10代の終わ りか
ら20代前半が主 だが,目中には65歳過 ぎめ人 もいる。受講動機 と し
ては,社 会人の場合 には,職 業 との関連(主 として技術系)が 多
い。65歳過ぎの人は定年 退職 を して年金生活 を してい る人で,語
学好 きで,言 わば,趣 味。他 には,日 本へ行 った ことがあるとか,
これか ら行 きたい。 空手や書道な どを習 っ て い る。 恋人が 日本
人。国立語 学学校 での空 き時問を埋め る為等 。
8)問 題点:最 大の問題点は,担 当者 間の意志疎通や,連 絡の欠如 に
ある と思われ る。 これは・詳 しく立 ち入 るべ きことではないので,
そ の指摘をす るに止め,以 下,両 氏の意見を具体的に個条書 にす
る。1.日 本で出版 されているテキス トの大 半には1目教師 用のマ
ニュアルがない。2.学 生の レベルの差が大 ぎし'・。3.1～2年
次ぞ文法 ばか りや っている為,会 話力が無視 され,カ リキ ュラム
のパ ラシスが悪い'(近藤氏)。目4.学 生の態度 も,目会 話力を無 視
し読解力 にのみ集中 している 占但 し,そ れ も和文西訳の レベルで
あ って,'西文和 訳がで きない(近 藤氏)。目5』これに関 して プラ
ナス氏は,1年 次 には 目新 しさや物珍 しさ,ま た,初 期 特有の意
欲 などから,.学習態度 も熱心だが,2年 次 に な る と,目他の言 語
(大抵 の学 生が複数の言語を同時に学 習 してい る)の 場合 と比較
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目して,進 歩の度合いが遅い こ とに失望す るケース歩多い と指摘 し
ている。・具体 的には,余 り話せ ない とい うこ とらしい。6、 目本
語を活用する場が な く,そ の為 に,動 機 が強力 な もの とな らず,.
従 って,効 果 もあが り難 い(プ ラナ ス氏)し,ま た,会 話力無視
の態度 として現れている(近 藤 氏)。そ うした必要性の な さ が・
漢字は言 うに及ばず語い の貧 しさに直結 する。つ ま り,初 めか ら
覚 えよう と しない67』 現在 スペイ ンに進 出 している 日本の企業
も,ス ペ イン人を雇用す る際 に英語力のみを要 求 してお り,従 っ
て,日 本語を学んで もそれ が就職等 に結び付 かず,出 口な しの状
態 にあ る。 これが,会 話 力無視の態度を一層強化する役 目を果た
してい る側面が ある(近 藤 氏)。8..こ うした ことから,近 藤氏
に拠れ ば,厳 密 な意味では,上 級 クラ鼠でもそれ に相応 しい レベ
ルは要求 できない し,も.しそ うしたな らば,ま ず ほぼ全 員が落第
し,学 生 がいない とい う事態す ら生 じかねない。つ,一LLを 利用
・した くて も現在 ある3.教室は,ほ とん ど常に英語 に とられ・た ま
に割 り込める と,目今度は器械 の故障 があった りで,実 際 には利用
で きず にいる。
4.国 立 語学学絞 バルセ ロナ校(EscuelaOficialde目IdiomasdeBar一
目celona)
前述 の よ うに」 日本語科の開設 は1971年。現在 日本語教育を実施 してい
る公立機 関のなか では,・最 も古い存 在で ある。・開講以来,松 浦氏が唯一 人
の教 員 として頑張 ってきたが,1984年か ら白石 氏が加わ り・現在は2名 で
あ る。 このノミル.セロナの国立語学学校では,ほ とん どの言語が,い わゆ る
コミュニカテ ィヴ ・メツ ッ ドを採 ってい る。特 に,ス ペイ ン語科では,担
当の先生方がチー ムを作 り,1こう した教授法の研究 と実践 の成果を 「Para
empezar」rE8to.funciqna」とい う教科 書 として出版 している。現在,様
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々な語学教育機 関で多 く用 い られ てい る2種 類の教材 の中 の1つ が これ で
ある。 日本語科に関 しても,他 の機関に比べ,こ うした関心が強い ように
,思われた。
1)学 生数 ・クラス編成=1年 次 ・3ク ラス/90人2年 次 ・2ク ラ
ス/53人3年 次 ・エクラス/12人4年 次 ・1ク ラス/8人
2)期 間:1コ ース10ヵ月。1日1時 間,週5日(月 曜 日～金曜 日)
3)レ ベル・・目標設定=平 仮名は1年 次の第2～3週 目か ら導入 し,
以後,板 書は全 て平仮名で行 う。片仮名は1年 次 の半ばか ら導 入
す る。(但 し,松 浦氏に拠 ると,平 仮名に比べ徹底 が不充分 。)漢
字 は,1年 次 で70～80字を導入す るが,特 に,漢 字 のテス トな ど
をす るわ けではない。但 し,導 入後は,試 験問題 なども漢字 ・仮
.名混 じりの普通 の文を用い る。4年 問の全 コースを通 じて も,教・
育漢字:全てを学 習 させ ることは無理で,せ いぜ い400～500字とい
った ところ(松 浦氏)。 しか し,白 石氏 に拠れば,4年 次生で も
100字入 ってい るか ど うか疑 間 との ことであった。
4)教 授法:主 として会話表現か ら入る。遊びの要素を多 く取 り入れ
ている。例 えば,双 六をす るが,進 んだ ところで質問を し答 えさ
せ る。 よく知 られてい る人物 について記述 させ,ク ラス全 員でそ
れ が誰かを当て させ る。2人1緯 のペアを作 り,こ の2人 が取 り
調べ を受け る犯人捜 しゲー ム。 これは,こ の2人 が ア リバイを考・
え,1人 ずつ教室に入 り,ク ラス全 員から質問を受け,2人 の供
述 に食い違いが 出た ら,こ のペ アの負け とい うもの。LLは,2
週間に1度 くらいの割合で・授 業に組み込 まれ てい る・主 として,
授業 で問題 のあ った個所 を 集 中 的 に 扱%VTRは 約40本を所
有。使 い方は,例 えば,1年 次 の場合,「これは～です」 を用 い,
まずテキス トな しで2～3回 見せ,次 に各 フレーズを聞 き取 らせ
る てデ ィクテーシ ョン)Dテキス トを与え,読 ませた後,ポ イン
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トを空欄 に して穴埋めを させ る。最後 に,ア フ レコを させる。2
年次では,r～ しています」 を使い,シ チ ュエーシ ョンだけを与
えて会話を作 らせ,.グループ毎 に発表 させ るo但 し,こ の とき,
原稿を読む ことは許 さない。
3年次 のクラスを見学 したが,そ れは8枚 綴 りの絵を用 いて作
文 をさせ るとい うものであ った。絵 の内容は,1枚 目=雪 ダルマ,
もみ の木,雪 が降 って い る。2枚 目:温 度計(0度 を さ してい
る)と 人物 て男性)。3枚 目;タ γスか らオーバ ーを 出 し,着 て
い るところ。4枚 目:地 下室 に下 りて行 くところ。5枚 目=薪 を
とる。6枚 目:暖 炉に火 を付け る。7枚 目=オ ーバ ーを着た まま
ソフ ァーに座 り,テ レビを見ている。8枚 目:温 度 計(20度)。
黒板に 「ゆ きだるま 。おん どけい ◎よ うふ くダソス ・もみ(も み
のき)・まき(た ぎぎ)・だんろ6も やす 。ちか しつ」 とい う単語
を板書。 まともなス トー リーを作れた のは一人だけだった が,ご
れは,三 島由紀 夫の小説 の翻 訳は全 て読んだ とい う熱心 な女子 生
徒で,飛 び抜けた存 在であ った。他の生徒たちは,ス ペイ ン語 か
らの直訳や干渉が顕著 で,r寒 いなあ と思 い ま した」 の 意 味 で
「寒いね えと思い ま した」 と言 った り,「そ こ(地 下室)で 」 の
つ もりで 「あそ こで」を使 りた りして い た。 また,「階段」 の代
わ りにr梯 子」 とい った生徒 がいた。そ の都度,松 浦 氏が間違い
を指 摘 して正 しい用法 を教 えた り,単 語 の違いを説 堅 レていたの
は,改 めて言 うまで もない。
5)教 材:1年 次 ・rlntensivecourseofjapaneseVo1.1(途中 ま
で)」「ひ ら が な ・読 み 方Vo1,1」2年 次 ・「lntensivecorse
ofjapaneseVo1、1(続き)及 び,VoL2」 「蜘 の糸」ピニ十四 の
瞳」 などを易 しくした もの。3年 次 ・「lntensivecorseofjapa一
尊eseVoL2(半ぽ まで)」「一房 のぷ ど う」や 詩 な ど64年 次 ・
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・「Japanese61ementary」「雪女」・r向田邦子 の作 品」新 聞や雑誌
の記事を易 しくした もの等己
6)教 員:松 浦惇一4i歳 。英知大学 スペ ィソ語科卒。専門はスベ ィ
ン語,ス ペ イ ン文学。 日本語教 員資格 はない。白石実(ま こと)
38歳る 多摩美術大学卒。専門は油絵,目陶芸。目日本語教員資 格は な
し。但 し,普 通教員免許を所有。 この 国立語学学校に入る前は,
バル セロナの 日本人学校で教 員を していた。
7)学 生 ・学習 目的目;年齢は平均23～25歳。社会人 の方がやや多い。
受講動機 としては,.日本に対す る興 味。 日本の企業 で働 いてい
る。恋人,配 偶者が 日本人。 日本人 の友人 がい る。変わ った言葉
を習 ってみたか った。
8)問 題点 二松浦氏は,こ の国立語学学校 が コ ミュニ カテ ィ目ヴ 。メソ
ッドを採 用 してい る ことを踏 まえた上 で,・日本語の教授法 が遅 れ
てい る と指摘 してい る目。Notiona1/Functiona1'などをヰ ってみた
いのだけれ どとも言 ってお られた。 また,テ キス ト,特 に,読 本
に よい ものがない との こと。一 般的な レベルでは,生 の 日本語に
接す る機会が な く,学 校の喫茶室で 日本人学生 と会話 を試みた り
はす るめだが,彼 らは スペイ ン語で話 したが る し,学 生たちも,
最後 には スペ イ ン語で の会話にい って しま う。 また,い わゆる語
学 向 ぎの人 とそ うでない人の差が,1年 次の半ばか らはっぎ りし
目て きて,そ の レベ ル差が ネックとな る。ただ,学 生たちは,日 本
語は大変 に難 しい ものと思 って入 って くるので,場 合に よっては,
1年次を終 えた時点 で,思 った よ りも難 しくなか づた とい う感想
目があ った ことさえあるとい5。目
これが,筆 者が見 て ぎたスペイ ンに於 ける 日本語教育の全てであ る。専
門家 ではないので,聞 ぎ落 としたことな ども多いか と思 うが,そ の点 は御
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容赦願 いたい。最 後に,快 く質間に答えて下 さった諸 先生方や,.関係者諸
氏,特 に,r東 雲」.を探 して下 さ っ 丸 ラ ミ・ 。プラナス氏 と 「覚書」を下
さった松 浦惇一 氏に,深 く感謝 レた い。 尚,r東雲」 もr覚 書」 も筆者 の
手元にあるので,関 心がおあ りの方は御連絡願 いたい 。今後 の 日本語教育
のため,役 に立 つ ところが多 い もの と思 う。但 し,い ずれ もスペイ ン語 で
あ ることをお断 りしてお く。
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